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実習は“統合”されているか？
統合実習は本当に “統合 ”されているだろうか？─

2009年の分析を振り返って　　大島弓子
実習を “統合 ”するための課題　　水戸優子
統合実習としての学生によるチームナーシング　　宮芝智子
夜間実習に統合の視点で取り組む　　平塚厚子
臨床現場でチームとして学ぶ統合実習　　渥美美保
【実践報告】
充実した在宅看護学実習の実現をめざして（後編）　　 
日本在宅看護教育研究会

【Scramble Zone】
学生＆教員　トークセッション・3（最終回）　　 
山根実佳・岡本恭介・若村智子・高塚由香里・堀田佐知子

【連載】
看護に恋した哲学者と読む　ベナーがわかる！腑に落ちる・5　　 
榊原哲也

ティーチング・ポートフォリオ作成講座・6　　栗田佳代子・吉田塁
Nと Eと LGBTQ・6　　浅沼智也
つくって発見！　美術解剖学の魅力・9　　阿久津裕彦
授業を良くする！　教育関連理論・11　西野毅朗

●『スウェーデンの小学校社会科の教科
書を読む（新評論刊）』に書かれた，日本
の小学校 5，6年にあたる子どもたちが
使用する教科書の記述には驚愕させられ
ます。「社会」「メディア」「個人と集団」「経
済」「政治」「法律と権利」の 6分野の内容
が紹介されているのですが，日本では大
学生ですら考えたり話したりしたことが
あまりないものです。ただ，決して難し
いことではありません。●「200年前と
今を比較して社会として何が変わったか
を調べる」「事実と価値観は違うので，資
料は批判的に読む」「家族にはさまざまな
形があることを知る」「社会サービスにな
ぜお金がかかるのかを考える」などなど。
ぜひこの本を読んで学生とともに考えて
みてください。「学生＆教員トークセッ
ション」で取り上げた，教養とアクティ
ブ・ラーニングへのアプローチ点が見つ
かるはずです ……大野
●ある先生の言葉「最近の看護の書籍は
マニュアルばかりで嫌になる」がずっと
耳に残っています。看護教育でも，マニュ
アルとはどういうもので，マニュアル化
できないものはどう表現されるのか，考
えてしまいます。●マニュアルで表現さ
れるものは，一般的にどうすればいいか
＝ doing（行為）です。今回の特集でも，
Qは行為についての問いでした。しか
し，先生方のお答えは，たとえ回答自体
が doingであっても，その背景となる
being（あり方）について書かれていたよ
うに思います。うまくお届けできていれ
ばうれしいです。 ……番匠
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バックナンバーのご注文・在庫照会について
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■ 2016年 7月号 （Vol. 57,  No. 7）以降の号は，医学書院販売部（TEL.03─3817─5659）にお願いします。

バックナンバーの詳しい目次は，弊社ホームページ
http://www.igaku-shoin.co.jp/ でご覧ください。
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身体拘束から考える 
基礎教育と臨床の関係

主体性を育む「問いづくり」

基礎教育と臨床教育のギャップは，看護教育において長く議論
のテーマとされてきました。臨床では，学校で習ったことは通
用しない。現場での新人は何もできない，というイメージが形
成されている場合すらあります。学校でいくらケアの理念や看
護の基本を習ったとしても，就職後は，現場の慣習，仕事の仕
方を身につけることが優先される，という関係です。
今，基礎教育と臨床のそのような大きな溝を象徴しているのが，
身体拘束ではないでしょうか。身体拘束はケアの理念に反する
ために，基礎教育で学ぶべき内容とは位置づけられていません。
一方，臨床現場においては，多くの病院で身体拘束を最小限に
していこうとする努力がされながらも，それぞれの領域の特性，
また病院の慣習に従って，まだまだ拘束がなされている現状が
あります。この現状の違いは，身体拘束を「教わっていない」学
生や新人看護師にとっては，リアリティショックの大きな要因
とも言われています。
しかし，看護師は学生時代からつながって，看護師になります。
看護学生は未来の看護をつくる存在であり，学校で身につける
看護への思い，問いは，広く臨床現場全体を変えていくための
契機であり，教員にもまた，慣習で行われるケアを問い直す役
割があるはずです。そしてそうでなければ，現場は何も変わら
ないでしょう。
身体拘束という基礎教育と臨床の分断を切り口に，看護，看護
教育の問題点を問い直すきっかけになることを願います。

■［インタビュー］拘束という慣習を乗り越
えるために　酒井郁子先生に聞く
■看護師の変遷する拘束像─学生から新
人看護師，指導的立場へ……中野真理子
■［座談会］看護学生にとっての身体拘束
─現実，葛藤，希望………石島健資／
沖 夏穂／鈴木千晴／猪熊七海／勝間田
麻夏／松本ちなみ／芦田 薫／中野真理子
■身体拘束減少につながる精神看護学の教
育とは─都立松沢病院での実習をとお
して………………………………廣川聖子
■学生・教員・病院看護部の協働による

Hospital Elder Life Program in St. 
Luke’s（HELP in SL）の取り組み─
「人が足りないから拘束する」への問いか
け…………………………………亀井智子

【2018年 5月号（Vol.59 No.5）】

授業にゲームを
【2018年 4月号（Vol.59 No.4）】

問題解決志向に疲れたら……
【2018年 3月号（Vol.59 No.3）】

私たちのストレスケア

【2018年 2月号（Vol.59 No.2）】

VR で未来を変える
【2018年 1月号（Vol.59 No.1）】

インストラクショナル 
デザインを活かす

【2017年 12月号（Vol.58 No.12）】

省察的実践者を育む
ショーンからの提起とともに

現在教育界では，主体的に学ぶ学生を育てるため，さまざ
まな形でアクティブラーニングが取り入れられています。
もともと演習やグループワークの活用が盛んな看護教育で
すから，この傾向自体は歓迎すべきものでしょう。ただ，
たいていの学生は，「主体的な学び方」が身についていない
ので，まず教員が，学生が主体性をもつためのお手伝いを
する必要があります。
「問いづくり」は，小中高校の“探求学習”で多く取り入れら
れている教育技法で，文字通り，学生自らが問いをつくる
学習法です。自分が興味をもっていること，知りたいこと
は何かを考え，それを疑問の形で表したうえで，自分で調
べ，まとめ，説明するというところまでもっていきます。
教員から与えられた問いではなく，自分でつくり出した問
いなので，より主体的に学ぶ力が養われます。
教員は，この方法を学び，学生に指導することで，学生の主
体性を引き出すことはもちろん，自身が“教える”ということ
に関し多くの示唆を得ることができます。今回の特集で語ら
れる「問いづくり」に挑戦し，学習における教員自身の主体性
にも注目してみてください。

■主体的に学ぶ力を養う「問いづくり」─
Q F T（Q u e s t i o n  F o r m u l a t i o n 
Technique）の活用 ……………佐藤広子

■［座談会］主体的な学生を育てる試みを
─ QFTを体験して学んだこと ……… 
……佐藤広子／萬田律子／山田かおる／

加藤久美子／佐々木津矢
■学習者の「知りたい」を引き出す─『問
いをつくるスパイラル』から始めるアク
ティブラーニング………………天野由貴
■QFTを知る，学ぶ，使う「ハテナソン・
ワークショップ」から学んだこと ……… 
…………………江川美由紀／岩井由美子
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